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い・45mシンフ゜ル・カテナリの場合PS　13型パンタグラ

フなどm＝3・5kg・s2／mではvr≒110　km／hから問題と

なるが，最近の軽量化パンタグラフでm＝1．5～2．Okg・

s2^mのものは130　km／h以上になって離線を生ずるよう

になる．したがって，現在の120km／h以下の速度では，

ダンパ付パンタグラフが既存のパンタグラフの改良とし

ては必要であるが，軽量パンタグラフにダンパを付すこ

とは今のところさして必要であるとは考えない．ただ将

来，140km／hの運転が実現する場合には，パンタグラ

フをさらに軽量化することの効果は架線質量が相当大き

いためあまり期待できずダンパの使用が有効な解決方法

となるものと思われる．

　押上力P。を増すのは離線を抑えることには関係なく

かえってこれが大きいと上下振幅は増し，各部に生ずる

力も増すというようなことになる．したがって摩擦力を

極端に減ずるといったことの必要性，または高低によら

ず押上力を一定とすることの必要性はなく，むしろ適度

の摩擦の存在はダンパを付さない場合には必要である．

しかし摩擦は完全にはダンパの代用とはなり得ず，それ

のみであると共振点での振幅は非常に大きくなり得る．

　その他の対策としては，限界速度をなるべく引上げ励

振の振幅を減ずることである．限界速度を引上げるため

には，架線・パンタグラフ系の軽量化をはかること，架線

ばね定数を増すために総張力を増すこと，スパンを長く

することなどがある．励振振幅を減ずるためには変形Y

型，スプリングハンガの採用などにより，支持点のこわさ

を増さないようにすることが第一である．したがって，

支持点のこわさを増す2重電車線方式はあまり好まし

くないと考えられる．一方2重吊架線，ダブルカテナリ
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などの方式はスパンを長くできることと共に有利であろ

う．ただここで一つ問題になるのは架線の特性は理論的

な解析が非常に困難であって，その優劣を判断したり，

またパンタグラフと結び付けた際の特性を紙の上で推定

することは難しい．結局架線を強制振動させる実験を周

期，場所を変え何回か行い，後は計算により架線相当質

量等を求め，これらの値を上記の基準で判断しなければ

ならない．

　以上パンタグラフの離線のうち，支持点間（スパン長

さ）を周期とした振動の発生理由とそれに対する防止策

を簡単に述べた。今まで誤り考えられていたパンタグラ

フ架線系を正しく振動系として見るならば，その後の対

策は自ずと明かである．結局，大離線を解決する鍵は，

ダンパとか各々の問題にあるのではなく，振動系として

見ることができるか否かにあるわけであり，東武鉄道に

おける実験もそこに主眼をおいたものである．

　大離線ということから離れて考えると，今後考えなけ

ればならないことには，硬性点（架線に取付けられてい

る重量物）による離線，列車の走行速度が200km／hを一

超えて架線の波（上下方向）が伝わる速度に近くなって

来ると生ずる連続的な離線，パンタグラフに受ける風圧

抵抗，燧道に高速度で進入した際に起るさまざまな障害

等研究の対照は多く，それを解決するにはかなり時間が

必要であろうと思われる．

　最後に，本研究は鉄道電化協会・集電研究委員会にFSI

係して行われたものであることを記し，同委員会および

走行試験の結果を提供された鉄道技術研究所・東武鉄道

株式会社に心から感謝する．　　　　（1958．10．15）
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